
１

和歌山市内４公的病院による意見交換会の開催について（報告）

下記日程等により、和歌山市内に所在する４公的病院と県病院協会長、和歌山県による
意見交換会を開催した。

資料２

（１）開催日時 ： 平成３０年１０月２９日（月）１７：００～

（２）意見交換会出席者 ： ●和歌山市内に所在する各公的病院の代表者
①県立医大附属病院、 ②日本赤十字社和歌山医療センター、
③済生会和歌山病院、 ④和歌山労災病院
●公益社団法人和歌山県病院協会長
●和歌山県福祉保健部技監（健康局長）・医務課長

（３）意見交換内容 ： ◆高度急性期の病床機能について
（「定量的な基準」の導入に向けた意見交換）

◆和歌山県「非稼働病床に関する対応方針」について

（４）主な配付資料 ： Ｐ２～３を参照



集中治療室等（日赤）

救命救急入院料 66

特定集中治療室管理料 8

新生児特定集中治療室管理料 9

新生児治療回復室入院医療管理料 6

計 89

集中治療室等（医大）

救命救急入院料 20
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総合周産期特定集中治療室管理料

　　（母胎・胎児） 3

　　（新生児） 9
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計 60
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海南 8（ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料）

労災 4（特定集中治療室管理料）

（単位：床）

【 病床数出典等 】

（※１）「現状の病床数」は、「病床機能報告」

（Ｈ２９．７．１現在）による病床数である。

（※２）「必要病床数」 は、和歌山県地域医療構想において

定めた２０２５年（平成３７年）の病床数である。

（※）急性期病床のうち

【民間病院（その他）】は

「地域包括ケア」など

２

和歌山保健医療圏構想区域における現状の病床数等について



ＤＰＣ退院患者調査に基づく疾患別退院患者人数（Ｈ２６～２８年度）

【数値出典】中央社会保険医療協議会 (中央社会保険医療協議会診療報酬調査専門組織（ＤＰＣ評価分科会）)公表資料を基に県医務課にて作成 ３
退院患者人数（人）

※ 本資料「退院患者人数」は、
「手術有り」「手術無し」
の両患者数を合計したもの。



県医療審議会及び県地域保健医療協議会の開催について（報告）

下記日程等により、県医療審議会及び県地域保健医療協議会を開催し、各構想区域ごとの
地域医療構想調整会議の取組状況等に関して、事務局（県医務課）より報告を行った。
また、病床機能報告における「定量的な基準」に関して、県地域保健協議会における協議

をいただいた。

和歌山県医療審議会の開催

（１）開催日時 ： 平成３０年１１月３０日（金）１３：３０～
（２）議 題 ： ①地域医療構想の取組状況について（報告）

◆当面の重点取組事項について（本日配付「資料３」）
②医師確保対策の取組状況について（報告）

和歌山県地域保健医療協議会の開催

（１）開催日時 ： 平成３１年２月５日（火）１４：３０～
（２）議 題 ： ●和歌山県地域医療構想について

◆病床機能報告における「定量的な基準」の
導入に向けて

このうち、「定量的な
基準」に関して、県地
域保健医療協議会にお
いて事務局案を提示の
上、意見交換をいただ
いたもの。

４


